
＊調査実施時期：平成２１年３月２４日～３月３１日

＊調査対象校数：会員短期大学　３６４短期大学

＊調査回答校数：３１７短期大学（回答率　８７．１％）

下記の設問において、平成２０年度実施に係る緊急経済支援についてご回答ください。

問１　貴学では、昨秋以降の経済状況悪化により、修学が困難になった学生に対して、特別に緊急経済

　　支援制度等を設けましたか。　該当する番号を〇で囲んでください。

　　なお、『設けた』と回答された場合は、その内容として該当する記号を○で囲んでください。

１．入学予定者　・・・・・ １　設けた　　・・・ ７９ 短期大学 （２５．８％）
　　　　（合格者）

　《回答対象校：３０６短大》
複数回答可

その内容 a　入学金の免除 ５短大

b　学納金の全額免除 ３短大

c　学納金の減額 １３短大

d　学納金の分割納付 ５３短大

e　その他 ２５短大 　（延納等）

２　設けていない   ・・・ ２２７ 短期大学 （７４．２％）

２．在学生　・・・・ １　設けた　　・・・ ８５ 短期大学 （２６．８％）

　《回答対象校：３１７短大》

その内容 a　学納金の全額免除 ４短大

b　学納金の減額 １３短大

c　学納金の分割納付 ５７短大

d　その他 ２９短大 　（延納等）

２　設けていない   ・・・ ２３２ 短期大学 （７３．２％）

緊急支援としての学納金等に関する調査について（集計結果）

複数回答可

1



問２　貴学では、昨秋以降の経済状況悪化により、修学が困難になった受験生に対して、特別に緊急

　　経済支援制度等を設けて入試を行いましたか。　該当する番号を〇で囲んでください。

　　なお、『実施した』と回答された場合は、その内容として該当する記号を○で囲んでください。

１　実施した　　・・・ ３６ 短期大学 （１１．８％）

　《回答対象校：３０６短大》

その内容 a　受験料の免除 ３短大

ｂ　入学金の免除 ４短大

ｃ　学納金の全額免除 ３短大

ｄ　学納金の減額 １１短大

ｅ　学納金の分割納付 ２３短大

ｆ　その他 ９短大 　（延納等）

２　実施していない　・・・ ２７０ 短期大学 （８８．２％）

問３　昨秋以降の経済状況悪化により、修学状況が困難になった在学生の具体的事例およびその

　対応支援策などありましたら、ご紹介ください。

  　各短期大学から寄せられた記述内容を大別すると下記のとおり。

　  　○新たに独自の奨学金制度の創設や取組みの導入に関する内容

　  　○既存の、学納金延納、分割、減免などの制度・規定で対応および大学独自の奨学制度の積極

　　　　 利用に関する内容

　  　○日本学生支援機構の奨学金の利用に関する内容

　  　○民間金融機関との連携、新制度の導入検討に関する内容

　  　○大学独自の取組み・事例に関する内容

　  　○現在検討中とする内容

複数回答可
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